
市街地から程近い自然に囲まれた西岡公園の情報誌

7 月の西岡公園見どころは !?
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　7 月の西岡公園は気温が上がっても水源池を風が通り抜け、散策路を歩けば木々の葉が日差しを
避け心地よく散策が楽しめます。夏の間、水源池の水面すれすれに低く飛んで、水飲みをするハリ
オアマツバメはジェット機のような大きな音を響かせます。そして夏の西岡公園最大の魅力と言え
ば、暗闇の中で幻想的な光の乱舞を見せてくれる「ヘイケボタル」の出現です。毎年 7月中旬か
ら下旬にピークを迎えます。観察の際にはいくつかのお願いがありますが、これからも毎年ホタル
を楽しめるようルールを守って頂ければと思います。短い夏を満喫しにぜひ、西岡公園へいらっしゃ
いませんか？皆さまのご来園お待ちしております。
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　【西岡公園で 7月に見られる野鳥たち】
　　　　（日本野鳥の会　2017.7.2　札幌支部 HPより）

・オシドリ　　　・コゲラ　　　　　　・ヤブサメ
・マガモ　　　　・アカゲラ　　　　　・センダイムシクイ
・カイツブリ　　・ハシボソガラス　　・ゴジュウカラ
・キジバト　　　・ハシブトガラス　　・クロツグミ
・アオバト　　　・ハシブトガラ　　　・キビタキ
・アオサギ　　　・ヤマガラ　　　　　・オオルリ
・ツツドリ　　　・ヒガラ　　　　　　・スズメ
・ハリオアマツバメ　・シジュウカラ　・カワラヒワ
・トビ　　　　　・ヒヨドリ　　　　　・イカル
・カワセミ　　　・ウグイス　　　　　・アオジ　　　　

木道からは
ヨシの間から紫色の花が見えます。

ユリ科のタチギボウシです。

【オニシモツケ】
湿原に多く見られ

大きな葉が鬼の手のように見える。
阿波の様にフワフワとしたピンクがかった

白い花が目を引きます。

ノリウツギ

木道からオニシモツケが
まとまって咲いているのが

見られます。

ハリオアマツバメの
水飲み行動がみられます。

【シナノキ】
管理事務所裏手にあり、

淡黄色の花が満開になります。
花は強い香りで

はちみつのもとになます。

【ノリウツギとツルアジサイ】
ノリウツギは築堤と木道で間近に見られ、

ツルアジサイは八ッ橋周辺で
木に巻き付いているので

目線を上げて探して見てください。

どちらも花期が終わっても散る事が
無いため雪の中で、花の

ドライフラワーとして見られます。

直径約 7ｍｍの
小さな花を
多数つける。

駐車場から徒歩 2～ 3分の
八ツ橋周辺でホタルの

観察が出来ます。

【ホタル鑑賞のルール】
・園路から外れない
・ホタルを捕まえない
・明かりは最小限に

【ヘイケボタル】
7月上旬～ 8月上旬に出現
ピークは 7月中旬から下旬。

日没～ 21時頃まで見られます。


